
第37回近畿地区官庁施設保全連絡会議を開催(大阪）（京都） 営繕部保全指導・監督室
京都営繕事務所

○全国の国家機関の建築物等は、築後30年以上の施設が4４．７％を占め（平成３０年度国土交通省調査）

今後も増加することが予想されるため、保全に関する取組をより的確に実行し、適正な保全を確実に実施し

ていくことが求められています。

○営繕部では、毎年度保全指導の一貫として近畿地方整備局管内に所在している国家機関等の施設保全責任

者及び施設保全担当者等を対象に、施設保全に関する情報提供や意見交換を行うため大阪会場と京都会場で

近畿地区官庁施設保全連絡会議を開催しております。

会議の概要

日時 ７月３０日（大阪会場） ８月１日（京都会場）

場所 グランキューブ大阪（大阪会場）キャンパスプラザ京都（京都会場）

説明内容 ・国家機関の建築物等の保全の現況

・国家機関の建築物の定期点検について

・実地指導時の助言内容等について

・省エネ法の概要について

・建物・設備保守現場からの提案（大阪会場のみ） 等

参加者 各省各庁保全業務担当者 等

１０３名（大阪会場） 72名（京都会場）

参加者の声

• 通常の業務では入手出来ない知識や情報が入手でき参考になった。
• かみ砕いた説明で分かりやすかった。
• 実例、写真を多く用いていて、分かりやすかった。
• 初めての施設管理業務ですが、施設保全担当者の業務が具体的に理解できた。
• 引き続き、年一回開催して頂ければ、担当職員の意識改革・知識向上につながる
と思う。

（大阪会場）

（京都会場）


